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論文内容の要旨
浅田和茂氏の博士号請求論文・刑事責任能力の研究上巻(成文堂、 1983年)、ト巻(成文堂、 1999年)
は、刑事責任論の探求および刑事法と科学の禦橋を果たす浩潮な研究業績である。
第l部 f序章」は、刑事責任の実践的・刑事政策的把握の潮流に対し、責任主義による制約の必要を主
張し、また、刑事政策的要請についてはこれをもっぱら刑罰を制限する方向で配慮すべきだとする可罰的
責任論を展開する。
第 2 音I~ rドイツ刑法における限定責任能カ論の展開Jは、ドイツ普通法時代から現代までの責任能カ・
限定責任能力をめぐる寸法・草案・学説・判例を詳細に検討する。法的制度が優れて歴史的産物であるこ
とを顧慮、した研究であり、帝国刑法典成立以前、 1933年改正法以前、第三帝国時代、戦後をそれぞれ区切
りとして、ドイツの限定責任能力論の展開を詳細に跡づけながら、刑事責任論に対する浅出和茂氏自身の
視座を明らかにする。
第3部「刑事責任能力論の展開」は、わが国における刑事責任能力論について暦史的検討と、現行刑法
に関する理論的験討を収める。限定責任能力規定を設けた現行刑法典成立までの展開、戦後の刑法改正作
業における限定責任能)J規定の扱いを慨観、検討したうえで、刑事責任能カをめぐる現代的問題状況許月
らかにし、浅田和茂氏自身の主張を示す。この第 3部では、責任論の重要問題である「原因において自由
な行為」の法理について、責任主義・罪刑法定主義の要請を蔑ろにするものとして、否定すべきことが論
ぜられた。
第4部「責任能力と精神鑑定」は、精神鑑定の投割、責任能力の判断応法など、責任能力をめぐる手続
法上の問題を検討する。
第5部「責任と予防・他」は、主として責任主義の堅持という立場から浅田和茂氏向身の刑事責任論、
とくに可罰的責任論の具体的内容を展開する。また、証言の心理学鑑定に関する論文も加えられた。
以上、浅田和茂氏の論文は、 一方では、国家刑罰権の制約原理としての責任主義および罪刑法定芋ー義の
買徹、他方では、科学および刑事政策の発展に対応する刑事法学の展開、この両者の適正な関係をどのよ
うに実現すべきか、という研究課題を担って、具体的には責任能力と鑑定の問題を中心に検討がなされた
ものといえる。
論文審査の結果の要旨
浅出和茂氏の博士号講求論文・刑事責任能力の研究よ巻(成文堂、 1983年)、下巻(成文堂、 1999年)
は、刑事責任能力とくに限定責任能力の制度について、その牛.成と展開を比較法的、歴史的に研究したう
えで、この幕礎的研究の成東を踏まえて、刑事責任論の主要な問題を分析し、自己の見解を明らかにする。
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この浅出相茂氏の研究により、刑事責任論の分野における研究水準は著しく引き上げられ、かっ進展する
ものとなった。
刑事責任能力の問題は、近代刑法の基本原則である責任主義と直接に関係し、また、精神医学や心理学
とも関係する刑法学上の基本問題である。浅間和茂氏は、丘世紀に及ぶドイツの限定責任能カ論の展開を
詳細に跡づけ、問題の所在と自己の検討の視座を明らかにしたのち、わが困の限定責任能力の制度、さら
に、刑事責任論の基本問題にまで分析の対象を広げた。この分野で判例、実務が今後とるべき方向を示す
指導的研究となっている。
浅間和茂氏の研究は、国家刑罰権の公正な行使を確保するという目的で、国家刑罰権の内在的制約論理
たる責任七義を刑事責任能力の分野で貫徹するため、理論的常為を重ねた成果といえる。そのことは、た
とえば上巻の第 l部、下巻第3部の収録論文に結実し、規範的責任論を前提としつつ対1)の減軽方向で可罰
的責任論を展開することに現れた。また、同じ目的で、刑事法学における科学(刑事鑑定、精神医学、心
理学など)の役割と限界、刑事裁判の科学化も検討された。その成東は、とくに下巻4、5部収録の論文
に結実している。
明確な問題意識の下で、刑事責任論を深化させ、さらに刑法学の科学化まで射程に入れて、自己の体系
を確立しようとするものとして、浅田和茂氏の本研究がもっ意義は極めて大きい。
以ょにより、浅間和茂氏は法学博士の学イ立を授与するに十二分に備するという結論に達した。
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